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東亜はプロハイオティクスのバイオニア

バチルス・メセンテリカス

イ分類1プ"ツ(ウ菌ノ

.

■「糖化菌」つて何?
糖化菌は、「アミラーゼ」を産生し、食物中の

「デンプン」等の炭水化物を畔唐」をつくり

出す菌です。

.

ビフィズス菌を増させる 1蠣

■件創ヒ副は、何をしているの?
糖化菌がつくり出す畔唐」は、ビフィズス菌、

乳酸菌などの益生菌の栄養となり、増殖を

サボートします。

.

「東亜の糖化菌」の特徴

1.耐久性の高い組織(芽胞)1こ覆われているため、胃酸・胆汁酸の影響を

受けずに、生きたまま腸まで届きます。

2.馬鈴の表皮より分離された植物由来の菌です。

3.医薬品にも使用されている実績を持ち、GMP工場にて製造しています。

■件唐化菌」は、どこにいるの?
糖化菌は主に小腸の上部に棲んでいます。

日本では昔から、大豆の発酵食品「納豆」を

つくるために使われています。

^

東亜のBaci11Us mesente"CUSは

●乳酸菌、酪酸菌との相乗作用について、多くの研究知見を

持つています。

●医薬品への使用実績があります。

●医薬品、食品、動物用に幅広い知見を持った、

信頼性の高い菌です。

^

tジ

(糖化菌末)

*「プロバイオティクス(probiotics)」

とは、生体の健康を保つために有

用な性質をもつ、生きている微生

物です。

糖化菌顕微鏡写真
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健康の源は
腸にある

東亜はプロバイオティクスのパイオニア

アミラーゼ産生季L酸菌・ビフィ^菌の増をサポート
糖化菌は、小腸の上部に棲んでいる菌です。

糖化菌は、「デンプン」等の炭水化物を分解し「糖」を産生します。

糖化菌は、他の菌の増殖を助ける働きがあります。
乳酸菌やビフィズス菌の栄養分となる「糖」をつくり出し、増殖をサボートします。

ビフィズス菌と東亜糖化菌、その他の糖化菌をそれぞれ共させたところ、他の糖化菌に比べ東亜糖化菌はビフィズス菌を多く

増殖させる力があることがわかりました。

糖化菌は、腸粘膜の炎症を緩和する作用や、コレステ回ール、中性脂肪の吸収を抑制する

作用も報告されています。

糖化菌は、芽胞と呼ぱれる強い組織で覆われて
【東亜製】樹嫡枯草菌納豆菌 A社糖イ断箇対照区

いるため胃酸G金酸)にも影響をうけにくい。

小腸に棲みついている益生菌を代表する糖化菌は、他の善玉菌の

増殖を助けることで悪玉菌の働きを抑えます。腸内細菌のバランス

を整えることにより、健康に有益な影響を与えます。

【用途】
健康食品、食品、食品保存、風味改良など、様々な用途にお使いい
ただけます。

【安全性】
亜急性毒性試験:最大投与可能量である30oom呂ノkg/dayで
異常は見られませんでした。

(1CR系マウス、BM菌末トーアの高濃度原末(約100倍濃度)を

用い、一般性状、増体重、各臓器観察)

形態(菌の形)

主要代謝産物

発育温度範囲

発育PH範囲

本菌の分離源

:BM菌末トーア

:Baci//us mesentericus TO・A

:ナットウ菌

有芽胞捍菌

:アミラーゼ、ビフィズス菌増殖促進因子他

:20~42C

4.2~8.2

:馬鈴薯

この資料はBtoB向けに作成されたものです。

記載された内容は、各国の薬事法等関連法規に基づくものではありません。
本資料を販売目的に使用することは固く禁止します。

東^
TOA東亜薬品茉株式分社

プロバイオティクス部
〒151-0037 東京都渋谷区笹塚2-1-11

TEL.03-3376・4637 FAX.033375-0539

h廿P:ノ/VVWVV.toabio.CO.jp

X対照区=
ビフィズス菌のみ

Copyright 2014 TOA pharmaceutical co.,Ltd. a11rights reserved

(上図'糖化菌共存下におけるビフィズス菌の増殖率推移:東亜薬品丁業調べ)
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【製品規格】

外観・'性状

グラム染色

乾燥減量

菌 数

・ 08

白~白灰色の粉末。無臭またはわずかに特異臭

陽性

10ツ0以下

10億個目

06

0.4

02

時間

H呆存上の注意1 高温、多湿を避け開封後はできるだけ早くこ使用ください
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